
第 6 部 住 

第 31 章：カラダと魂の行方 

路子 in 宙敬：「ヒロ君…なんだよね？」 

宙敬？in 路子：「路子なのか…どう言う訳か俺は、路子のカラダに乗り移ったようだな。」 

 勝ち誇ったような眼の前の路子の表情で路子 in 宙敬の顔が安堵で溢れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路子 in 宙敬：「うん！あたしが美貴子さんのカラダで逝きそうなヒロ君の魂をあたしのカラ

ダに移したんだよ！あのままだったら美貴子さんのカラダで一生過ごすことになるから…」 

宙敬？in 路子：「そうか…危なかったな…じゃあ、美貴子さんは、元のカラダに戻ったって

ことか…今は意識を失っているみたいだけど、また同じように仕掛けてくるかもしれない。

今のうちに逃げよう！美貴子さんが意識を取り戻しても何もできないように他の土地に！」 

 

路子 in 宙敬：「ちょっと待って…何だか少し違うような…本当にヒロ君なんだよね？」 

宙敬？in 路子：「ああ…女のカラダだったから女のときの癖が出てるかもしれないが…」 

 宙敬？は、心配そうな路子を説得して、ここでの生活を捨てて、新天地で暮らすことと

した。最初は苦労したが、宙敬？は、路子として、男となった路子を愛し、支えるように

なった。路子も女となった宙敬に身の周りのことを教えた。 



そして 1 年後…2 人は新天地で仲良く順調に暮らしていた。元々恋人同士だったことも

あって、二人でいるとき以外は、カラダが入れ替わっていることなど他人が気づかないよ

うになっていた。そこへ… 

？：「やっと見つけた！こんなとこにいたんだ…」 

 公園を二人で歩いていると、その女性は、二人を見てそんなことを言いだした。整った顔

にスタイルの良さが際立つが、鋭い眼光がどこか近寄りがたい雰囲気を醸し出している。 

 

宙敬？：「！…美貴子さんなのか？……」 

路子？：「……お久しぶりです。美貴子さん。どうしたんですか？こんなとこまで…」 

 素っ気ない反応をする宙敬？に対して、路子？は、笑顔で美貴子？に近づいていった。 

美貴子？：「違う！俺は、美貴子じゃないんだ！宙敬だ！今の俺は、美貴子さんのカラダに

なっているけど、路子なら俺が宙敬だとわかるだろ？」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 すると、美貴子？は、その姿に似合わない男のような口調で問い掛けて来た。 

路子？：「……え？宙敬君は、ここにいるし…美貴子さんにしか見えないんだけど…」 

 路子？も心底から不思議そうな表情で美貴子？を見つめた。美貴子は、怪訝そうな様子で

こちらを睨んでおり、その様子は、かつての美貴子そのもののように見えた。 



第 32 章：演技力 

美貴子？：「路子のカラダにいるのは、路子じゃないってことだな！じゃあ、俺のカラダに

入っているのが路子ってことか…」 

 美貴子？は、険しい顔をしたままで宙敬？との距離を詰めた。 

 

宙敬？：「何を訳のわからないことを言っているんだ？美貴子さん…俺がここにいるの

に、あなたが宙敬の訳ないだろう…」 

 宙敬？は呆れた様子で美貴子？にそう返した。 

 

美貴子？：「そんな…どっちかが美貴子さんが演技しているとしても、路子も俺だってわか

ってくれないなんて…」 

 美貴子？は、愕然として言葉を失った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路子？：「美貴子さん…あなたが男の訳がないです。催眠術か何かで自分がヒロ君だと思

い込まされているんじゃないですか？」 

 路子？は、動揺する美貴子？を優しく包み込むように話し掛けた。 



美貴子？：「いや、だって俺は男として生きてきた記憶があるはず‥…あれ…？…思い出

せない？」 

 美貴子？は、頭に手を置いて何かを思い出そうとしている。しかし、そこへ路子の手が伸

びる。 

 

路子？：「さあ、元に戻りましょう💕美貴子さん…」 

 路子？の表情が一瞬妖しく微笑むと、美貴子？の目がとろんと生気を失っていった。 

美貴子？：「俺は……美貴子…なのか…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路子？：「そうですよ…きっと女の生活に疲れて、男になりたいっていう気持ちを誰かに植

え付けられちゃったんですね。」 

 路子？は、美貴子？を抱き締めると、美貴子？は、路子に心酔するような表情となった。 

 

路子？：「無理して女性のように振舞わなくてもいいですよ。男の口調や仕草の方が違和感

ないならありのままでいても…」 

美貴子？：「路子……ちゃん…俺…俺は…」 



 美貴子？も路子に泣きながら抱きつく…美貴子？は、しばらく路子？に甘えるようにし

ていたが、落ち着きを取り戻すと、その場から去って行った。 

宙敬？：「さっきの美貴子さん…本当にヒロ君かと思っちゃった…美貴子さんの演技力凄い

ね。」 

 

 二人だけになると、宙敬？の口調が突然変わった。 

宙敬？in 路子：「俺のフリをして、何かを企んでいたんだろうね…俺が路子になり切って

接したら、思い直してくれたみたいだけど。」 

 

 路子？の口調もそれに合わせるかのように、男のようなものに変わった。 

路子 in 宙敬：「ヒロ君もすっかりあたしになりきれるようになったね。」 

 どうやら 2 人のカラダが入れ替わっていて、先ほどは、カラダに合わせて口調を変えて

いたようだが、美貴子？が去り、本来の魂の口調に戻ったようだった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 33 章：ナカに潜む者 

宙敬？in 路子：「1 年前、美貴子さんのカラダに固定されていたら、俺がさっきの美貴子さ

んみたいになっていたかもしれない…俺は、路子になれて嬉しいんだ！」 

 路子？は、その場で小躍りした。 

 

宙敬？in 路子：「宙敬君が乗り移ったわたしが来たときは正直どきっとしたけど…うふふ

…路子ちゃんもわたしを宙敬君として疑わなかったようね…お陰で宙敬君からの信頼も得

て暗示を掛けることができたかしら…」 

 

 二人が部屋に戻ったあと、路子 in 宙敬が寝静まると、宙敬？in 路子は、美貴子？と接し

ていたときとも、路子 in 宙敬と接しているときとも違った雰囲気をさらけ出した。それ

は、明らかに男の口調、仕草ではなく、女の…そう…美貴子の口調そのものだった。美貴

子は 1 年前のあのときからずっと、宙敬のフリをして路子と接してきたのだった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



美貴子 in 路子：「本当に…1 年前、路子ちゃんがああしてお陰で、あのとき、宙敬君と入

れ変わったって演技をするきっかけになった…」 

 美貴子 in 路子は、これまで路子が見せたことのないような悪い顔でニヤリとした。その

様子は、かつて美貴子が自分のカラダにいたときと同じものだった… 

 

美貴子 in 路子：「宙敬君の魂は、1 年前のあのとき、わたしのカラダに固定された。てっ

きりそのまま生活していると思っていたけど…昼間のようなことがあるから、まだ安心で

きないわね…宙敬君には美貴子だってカラダでわかってもらわないとね…」 

 

路子 in 宙敬：「どうしたの？ヒロ君…眠れないの？」 

美貴子 in 路子：「いや…路子になれて本当に良かったな～って。」 

 美貴子 in 路子は、ニヤリとした表情を崩さずに、胸を両手で持ち上げると、路子 in 宙

敬の方へ振り返って答えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



路子 in 宙敬：「も～…そういうことをするのは、あたしといるだけにしてよ💕」 

美貴子 in 路子：「路子だって俺のカラダでいい思いしてるんだろ？」 

 美貴子 in 路子は、宙敬のお〇んちんを握ると、ねっとりと撫でまわした。 

 

路子 in 宙敬：「あっ💕あんっ💕」 

美貴子 in 路子：「路子は、俺のカラダになっても可愛いままだな💕でもここはこんなに

…」 

 そう言われて、宙敬のお〇んちんが固くなり、そそり立った。 

 

路子 in 宙敬：「あたしじゃなくて、ヒロ君のカラダがエッチなんだよ？」 

美貴子 in 路子：「いや、路子が使うようになってから、大きく敏感になった気がする…」 

 路子 in 宙敬は、恥ずかしがりながらも、カラダ中に溢れてくる情動を抑えきれずにい

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


